
広報誌タイトル「すゝめ」とは
タイトルは明治5年から9年にわたって出版された17編を数える
福澤諭吉の大ベストセラー『学問のすゝ め』に因んでいます。

心臓血管外科は、薬では治せない心臓や血管の病気を手術で治す診

療科です。外科医として常に技術や知識を磨き、内科や麻酔科、看護

師、臨床工学技士、医療安全管理部と強く連携して、高度で安全な手

術を行っています。

技術と科学、チームの力で命を守る

す
ゝ
め
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開院100年記念のアート企画で「旅」をテーマに教職員・学生から募集した作品です。



心臓血管外科 医師
医療安全管理部 部長 

志
し み ず

水 秀
ひ で ゆ き

行

　

心
臓
血
管
外
科
は
、
全
身
に
血
液
を

送
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
担
う『
心
臓
』、

血
液
の
通
り
道
で
あ
る『
血
管
』
の
病

気
を『
外
科
』
手
術
に
よ
っ
て
治
療
す
る

診
療
科
で
す
。
体
は
、
循
環
し
て
い
る
血

液
か
ら
酸
素
や
栄
養
を
得
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
血
液
が
十
分
に
循

環
で
き
な
け
れ
ば
、
命
に
係
わ
る
事
態

に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
薬

で
は
治
せ
な
い
心
臓
や
血
管
の
重
い
病
気

は
、
手
術
で
治
す
こ
と
が
必
要
に
な
る
の

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、
大
動
脈
瘤
や
大

動
脈
解
離
で
す
。
大
動
脈
は
心
臓
か
ら

直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
体
の
中
で
最
も
太

い
血
管
で
、
こ
れ
が
風
船
の
よ
う
に
膨
ら

む
の
が
大
動
脈
瘤
、
血
管
壁
が
裂
け
て
し

ま
す
。
以
前
は
胸
を
大
き
く
切
開
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
腋
の
下
や
右
胸
の

小
さ
な
創
か
ら
手
術
を
行
う
低
侵
襲
心

臓
手
術（
M
I
C
S
）が
主
流
で
す
。「
低

侵
襲
」
と
は
、
体
の
負
担
が
少
な
く
て
済

む
と
い
う
意
味
で
す
。
さ
ら
に
、
循
環
器

内
科
と
と
も
に
、
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に

対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
「
T
A
V
I
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。
虚
血
性
心
疾
患
に
対

す
る
手
術
は
、「
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
」

ま
う
の
が
大
動
脈
解
離
で
す
。
大
動
脈

の
破
裂
を
予
防
す
る
た
め
に
は
手
術
が

必
要
で
、
そ
の
方
法（
術
式
）に
は
、
病

変
部
を
人
工
血
管
で
取
り
換
え
る
「
人

工
血
管
置
換
術
」、
足
の
付
け
根
を
小
さ

く
切
開
し
て
カ
テ
ー
テ
ル
操
作
で
血
管
内

に
特
殊
な
人
工
血
管
を
留
置
す
る「
ス
テ

ン
ト
グ
ラ
フ
ト
内
挿
術
」、
そ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
」
が

あ
り
ま
す
。
術
式
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
、

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
最
も
適
し
た
術

式
を
選
択
し
ま
す
。
心
臓
の
病
気
に
は
、

心
臓
弁
膜
症
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な

ど
の
虚
血
性
心
疾
患
、
心
臓
腫
瘍
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
心
臓
弁
膜
症
の
手
術
は
、

病
気
の
心
臓
弁
を
人
工
弁
で
取
り
換
え

る
「
人
工
弁
置
換
術
」、
弁
を
残
し
て
そ

れ
を
修
復
す
る
「
弁
形
成
術
」
が
あ
り

で
す
。
血
流
が
不
良
と
な
っ
た
冠
状
動
脈

（
心
臓
の
表
面
を
走
る
太
さ
数
ミ
リ
の

血
管
）に
、
周
囲
の
動
脈
や
足
か
ら
採
取

し
た
静
脈
を
吻ふ

ん
ご
う合

し
て
血
流
を
改
善
さ

せ
る
手
術
で
す
。
以
前
は
心
臓
を
止
め

て
吻ふ

ん
ご
う合

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で

は
、
心
臓
が
動
い
た
ま
ま
で
吻ふ
ん
ご
う合
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
臓

や
血
管
の
先
天
性
疾
患
に
対
す
る
手
術

も
多
く
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
心
臓
血
管
外
科
は
、
常
に
術

式
の
開
発
や
工
夫
、最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
導
入
に
努
め
、
人
工
心
肺
を
操
作
す

る
臨
床
工
学
技
士
、
手
術
室
や
病
棟
の

看
護
師
、
手
術
室
や
集
中
治
療
室
の
麻

酔
科
医
を
は
じ
め
、
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
持
つ
多
く
の
診
療
科
の
医
師
、
さ

ま
ざ
ま
な
職
種
の
仲
間
と
共
に
、
難
度

の
高
い
手
術
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
大
動

脈
、
後
天
性
心
疾
患
、
先
天
性
心
疾
患

の
幅
広
い
領
域
に
お
い
て
低
侵
襲
手
術

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と

し
て
い
ま
す
。
慶
應
病
院
の
高
い
総
合
力

を
生
か
し
て“
匠
の
技
”
と“
最
新
の
医

療
技
術
”と
を
融
合
さ
せ
、
安
全
で
質
の

高
い
治
療
を
行
う
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
努

力
を
続
け
ま
す
。

　

私
は
心
臓
血
管
外
科
医
で
あ
る
と
共

に
、
病
院
医
療
安
全
管
理
部
の
部
長
も

務
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
安
全
な
医
療

を
安
心
し
て
受
け
て
頂
け
る
よ
う
、
病

院
全
体
と
し
て
の
医
療
安
全
に
も
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

匠
の
技
と
チ
ー
ム
の
力
で

心
臓
・
血
管
の
病
か
ら
命
を
守
り
ま
す
。
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チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る

医
療
機
器
の
担
い
手

と
し
て

医
用
工
学
室

安
心
・
安
全
な
医
療

を
支
え
ま
す
！

　

今
日
の
医
療
は
日
々
進
化
す
る
高
度
医

療
機
器
を
数
多
く
使
用
し
ま
す
。
臨
床

工
学
技
士
は
そ
れ
ら
の
機
器
の
操
作
や
保

守
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
心
臓
手

術
に
お
い
て
は
術
前
、
術
中
、
術
後
に
た
く

さ
ん
の
医
療
機
器
が
患
者
さ
ん
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

術
前
の
血
管
造
影
室
に
お
け
る
心
臓
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
で
は
、
適
切
な
手
術
が
行

え
る
よ
う
心
臓
に
細
い
管（
カ
テ
ー
テ
ル
）

を
挿
入
し
生
体
情
報
ポ
リ
グ
ラ
フ
や
造
影

装
置
、
血
管
内
エ
コ
ー
な
ど
を
使
用
し
て

心
臓
内
の
圧
力
の
測
定
や
、
心
筋
や
弁
の

動
き
、
冠
動
脈
の
狭
窄
の
有
無
な
ど
を
詳

し
く
調
べ
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
他

の
検
査
結
果
も
踏
ま
え
、
心
臓
血
管
外
科

医
、
循
環
器
内
科
医
、
麻
酔
科
医
、
看
護

師
、
臨
床
工
学
技
士
に
よ
る
術
前
合
同
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、
治
療
方
針
や
経
過

な
ど
を
確
認
し
て
手
術
計
画
を
決
定
し
て

い
き
ま
す
。

　

心
臓
手
術
で
は
麻
酔
器
、
生
体
情
報
モ

ニ
タ
ー
、
電
気
メ
ス
、
内
視
鏡
装
置
、
除
細

動
器
、
人
工
心
肺
装
置
な
ど
を
使
用
し
ま

す
。
心
臓
手
術
に
お
い
て
は一
時
的
に
心
臓

を
止
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
間
の
心
臓

の
目
的
で
あ
る
循
環
と
、
肺
の
目
的
で
あ

る
ガ
ス
交
換（
呼
吸
）を
代
行
す
る
人
工

心
肺
装
置
を
操
作
し
、
管
理
を
し
ま
す
。

私
た
ち
が
い
つ
も
緊
張
す
る
場
面
は
、
止

ま
っ
て
い
た
心
臓
が
再
拍
動
す
る
と
き
で

す
。
す
ぐ
に
リ
ズ
ム
良
く
再
拍
動
に
戻
る

と
き
は
と
て
も
安
心
し
ま
す
。

　

術
後
、
I
C
U
や
病
棟
な
ど
で
は
人
工

呼
吸
器
や
補
助
循
環
装
置
、
血
液
透
析
装

置
の
操
作
や
管
理
を
行
い
、
回
復
期
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
心
臓
血
管
外
科
の
手
術
に

は
数
多
く
の
高
度
医
療
機
器
を
使
用
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
臨
床
工
学
技
士
は
安
全

に
、
ま
た
円
滑
に
治
療
が
行
え
る
よ
う
に

高
い
専
門
知
識
を
有
し
、
チ
ー
ム
医
療
の一

員
と
し
て
患
者
さ
ん
を
支
え
る
た
め
の
大

切
な
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

補助循環装置と超音波画像診断装置

　

技
術
の
進
歩
に
と
も
な
っ
て
医
療
は
ま

す
ま
す
高
度
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
小
さ
な
不
具
合

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
が
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
安
全
管
理
部
は
、
医
療
が
安
全
に

遂
行
さ
れ
る
よ
う
、
医
療
チ
ー
ム
を
縁
の

下
で
支
え
る
存
在
で
す
。
医
師
、看
護
師
、

薬
剤
師
、
臨
床
工
学
技
士
、
診
療
放
射
線

技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
事
務
職
員
な
ど

多
職
種
で
構
成
さ
れ
、
各
メ
ン
バ
ー
の
専
門

性
を
活
か
し
な
が
ら
、当
院
の
理
念
で
あ
る

「
患
者
さ
ん
に
優
し
く
、
患
者
さ
ん
に
信

頼
さ
れ
る
、
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療
」
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
は
、
医
療
安
全
の
仕
組
み
作

り
、
職
員
へ
の
医
療
安
全
教
育
、
現
場
で

発
生
し
た
医
療
安
全
に
関
わ
る
事
象（
イ

ン
シ
デ
ン
ト
・
ア
ク
シ
デ
ン
ト
）の
分
析
と
再

発
防
止
策
策
定
、
医
療
事
故
へ
の
対
応
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
臨

床
倫
理
委
員
会
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・コ
ン
セ

ン
ト
委
員
会
、
虐
待
防
止
委
員
会
、
暴
力
・

迷
惑
行
為
対
策
の
各
事
務
局
を
務
め
、
安

全
と
医
療
の
質
の
向
上
に
向
け
た
幅
広
い

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
と
医
療
者
と
の
適

切
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
医
療
で
の
重
要

な
要
素
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
禍
に
お
い
て
、
そ
の
難
し
さ
が
強
く

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
者
の

働
き
方
改
革
で
は
業
務
の
効
率
化
と
安
全

性
の
両
立
が
求
め
ら
れ
、チ
ー
ム
の
連
携
が

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
特
定
機
能
病
院
と
し
て
の
当
院
の
使

命
で
あ
る
高
度
先
進
医
療
を
安
心
・
安
全

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
力

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
安
全
管
理
部 イラスト：玉川知鮎（ 薬剤部／医療安全管理部 ）
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医 事 統 括 室 の 取 り 組 み

協働、挑戦、そして貢献する救急医療

新型コロナウイルス感染症パンデミックにより、

東京 2020オリンピック・パラリンピックはwith コ

ロナの状況下で無観客開催となりました。当院

は国立競技場（オリンピックスタジアム）の直

近医療機関としての責任を担いました。開催

前にはテロによる多数傷病者を受け入れる想

定の大規模訓練を実施し、開催中は会場医

療責任者の当科佐々木淳一教授をはじめとし

て、多くの医師や看護師をスタジアムに派遣し

医療支援を行いました。無観客ではありました

が、夏季大会のため熱中症など、多くの傷病

者が発生いたしました。スタジアムでの医療体

制は当科医師が前々回の開催地である英国ロ

ンドンで専門研修を受けて持ち帰り、スタジア

ムでの訓練を重ねて構築しました。これにより、

スタジアム内で効率よく医療を完結させること

ができ、当院への不必要な受診による通常診

療への影響を最小限にすることができました。

一方で、当院では通常の救急診療は制限せ

ずに継続しました。当科は救急外来のみなら

ず、集中治療室での管理が必要な重症新型コ

ロナウイルス感染症患者さんの診療も担ってお

ります。スタジアムへの派遣時には、その分の

人員として当院の様々な診療科から救急科に

医師が配置されました。普段は救急患者さん

を主には診察していない医師が一生懸命に診

療する姿は、まさに慶應義塾における助け合

いの精神である〝 社中協力〟そのものでした。

私たちは今回の経験を活かして、今後も当院

内外の様々な部署との連携を深めながら切磋

琢磨し、通常の診療はもちろんですが、都市

型災害といった有事の際には地域のセーフティ

ネットとして機能いたします。当院の推進する

事業計画の一つである〝 災害に強い都市型

地域医療の推進 〟において中心的な役割を

担い、地域の皆さまや患者さんに安心して生

活していただけるよう日々精進してまいります。

慶應義塾大学病院での訓練の様子 国立競技場（オリンピックスタジアム） 国立競技場での訓練の様子

TOKYO2020医療支援と
重症新型コロナ診療の
両立から得たもの

エクスプレス会計の詳細はこちらをご覧ください。▲

②
診
察
後
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て

当
院
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
た

だ
く
と
、
診
察
終
了
後
、
会
計
の
手
続

き
を
経
ず
に
帰
宅
で
き
る
サ
ー
ビ
ス（
エ

ク
ス
プ
レ
ス
会
計
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
2
年
3
月
よ
り
、
こ
の
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
ご
本
人
は
、
受
診
当
日
に
再
来

受
付
機
を
通
す
だ
け
で
エ
ク
ス
プ
レ
ス
会

計
が
自
動
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
限
ら
ず
、
医
事
統
括
室
で
は
患
者

さ
ん
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
関
係
者
と

話
し
合
い
、
改
善
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も
日
々

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

医
事
統
括
室
は
、総
合
案
内
に
は
じ
ま
り
、

受
付
、
診
療
費
の
請
求
、
会
計
、
診
療
記
録

の
管
理
な
ど
、
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
多
く
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
部
門
で
す
。
中
で
も
受

付
窓
口
に
お
い
て
は
、
病
院
で
最
初
に
患
者

さ
ん
に
接
す
る
場
所
で
す
の
で
、
来
院
す
る

患
者
さ
ん
の
痛
み
や
、
不
安
を
十
分
に
理
解

し
、
患
者
さ
ん
に
優
し
い
対
応
を
す
る
よ
う

に
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
患
者
調
査
で

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
の
中
か
ら
、
待

ち
時
間
に
つ
い
て
、医
事
統
括
室
が
取
り
組
ん

で
き
た
内
容
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
初
再
診
の
窓
口
待
ち
時
間
に
つ
い
て

初
診
患
者
さ
ん
を
、
初
診
窓
口
付
近
で
1

時
間
近
く
お
待
た
せ
し
て
し
ま
う
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も
早

く
受
付
を
終
え
て
診
察
室
に
向
か
え
る
よ

う
、
窓
口
数
と
処
理
手
順
を
見
直
す
こ
と

で
、待
ち
時
間
を
大
幅
に
削
減
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
再
診
患
者
さ
ん
の
保
険
証
確
認

時
間
を
短
く
す
る
た
め
に
、
遠
隔
で
保
険

証
の
確
認
の
み
を
行
う
職
員
を
新
た
に
配

置
し
ま
し
た
。

救急科 医師 　本
ほ ん ま

間 康
こういちろう
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外来診療時間
面会時間

休診日

〈受付時間・休診日〉
このQRコードをスマートフォン
などで読み取っていただくと診
療担当医表がご覧になれます。
なお病院入り口脇の電子掲示
板にも掲載しています。

〈診療担当医表〉

「 すゝめ 」Vol.15 　2022 年 3 月 30 日発行　編集・発行／慶應義塾大学病院広報誌編集チーム
慶應義塾大学病院 〒160 - 8582 東京都新宿区信濃町 35 番地　03 - 3353 - 1211（ 代表 ）　URL: http://www.hosp.keio.ac.jp/

8時40分〜12時00分、13時00分〜16時00分
※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、現在、面会は制限させて
いただいております。詳しくは病院のウェブサイトをご覧ください。

日曜日、第1・3土曜日�/�国民の祝日・休日�/
年末年始（12月30日〜1月4日）�/�慶應義塾の休日（1月10日）

COLUMN 2022年5月16日�グランドオープンのお知らせ

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
1
0
0
年
を
記
念

す
る
事
業
と
し
て
、
２
0
1
8
年
に
慶
應
義
塾

大
学
病
院
1
号
館
が
開
院
い
た
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
工
事
は
続
き
、
皆
さ
ま
方
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、つ
い
に
す
べ
て
の

工
事
が
完
了
し
、
2
0
2
2
年
5
月
16
日
、
慶

應
義
塾
大
学
病
院
は
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

5
月
16
日
ま
で
は
1
号
館
の
入
口
を
引
き

続
き
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
が
、
4
月
28
日
以

降
は
新
し
い
外
部
歩
行
通
路
を
お
使
い
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
お
知
ら
せ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

長
き
に
わ
た
っ
た
新
病
院
棟
建
設
事
業
は
、

病
院
を
訪
れ
た
方
が
心
地
よ
く
感
じ
、
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
第
一
に
考
え
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ー
ム
医
療
が
進
め
や
す
い
環
境
づ
く

り
、
災
害
に
強
い
病
院
と
し
て
の
整
備
に
も
力

を
入
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
全

て
の
環
境
が
整
い
、
患
者
さ
ん
の
利
便
性
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
新
し
い
環
境
の
も
と
で
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

も
、
よ
り
い
っ

そ
う
患
者
さ

ん
目
線
の
医

療
を
提
供
で

き
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

新たなLINE機能の追加について

2022年3月下旬より、新たなLINEサービス機能が追加になりました。LINE友だち登録している方を

対象に、外来予約日の前日15時にLINEで予約内容とQRコードをお送りします。このQRコードは、自

動再来受付機で診察券の代わりとして利用できます。また、LINEで「予約」または「よやく」と送信す

ると、いつでも患者さんの予約を確認することができます。

LINE�登録をご希望の方は、登録方法などがわかるパンフレットを用意していますので、各受付にてお

問い合わせください。

Information

こちらのQRコードからアンケートにアクセスしていただき、
広報誌すゝめで読んでみたい記事など、ぜひご意見をお聞かせください。

アンケートにご協力ください

「かかりつけ医」をもちましょう

当院では、患者さんの生活に密着した良質な医療を行うため、お住まいの地域や職場近くに「かかりつけ医」をおもちい

ただくことをお勧めしております。「かかりつけ医」とは、健康に関することを気軽に相談でき、必要な時に専門医療機関

を紹介してくれる、身近で頼りになる医師のことです。日頃の状態を理解しているかか

りつけ医であれば、ちょっとした体調の変化にも気づきやすいため、病気の予防や早

期発見・早期治療が可能になります。

当院では、日ごろから診療の連携を行っている地域医療機関の先生方（医療連携協力機関）をかかりつ

け医としてご案内しております。また、専門的な治療が必要な際は、当院を速やかにご受診いただける体

制をとっております。患者さんがかかりつけ医をお探しの際は、窓口（2号館1階１R）でのご案内や院内

デジタル掲示版、病院ホームページから検索もできますので、是非ご活用ください。

かかりつけ医
検索サイト

翌日のご予約内容のご案内
QRコード発行

※写真はイメージです

メディカルナビタ

院内デジタル掲示版
(１号館２階、２号館１階、年内増設予定)
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